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4 月例会プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

と き：2018 年 4 月 7 日（土） 
 10：00～14：00 

ところ：つくば駅集合→ＹＭＣＡ新館、大曽根 
児童館見学→ホテルマロウドつくばにて昼食会  
＊東京ひがしクラブとの合同例会 
 

司会 土谷 明男 
 
開会挨拶と点鐘       会長 土谷 明男 
ワイズソング 
ワイズ信条 
１ 自分を愛するように  

隣人（りんじん）を愛そう 
 １  青少年のために YMCAに尽くそう 
 １  世界的視野をもって 

国際親善をはかろう 
 １ 義務を果たしてこそ 

権利が生ずることをさとろう 
１ 会合には出席第一 

社会には奉仕第一を旨としよう 
 
今月の聖句・食前感謝       
 
ハッピーバースデイ＆おめでとう結婚記念日 
 
スマイル      ドライバー 
 
報告と協議 
 
茨城YMCA報告          和田 賢一 
 
閉会挨拶と点鐘      会長 土谷 明男 
 
  

 

  ＬＴ 

強調月間テーマ 

今月の聖句 

イエスは言われた。「わたしは、よみがえりです。いのちです。 

わたしを信じる者は、死んでも生きるのです。」 

ヨハネの福音書 11 章 25 節      

THE Y’S MEN’S CLUB OF 

ＩＢＡＲＡＫＩ 
CHARTERED 2006 

IBARAKI YMCA, 24-7 HIGASHIARAI TSUKUBA IBRAKI Japan. Phone. (029) 852-4128 
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 国際会長主題      ：ともに、光の中を歩もう 

 アジア地域会長主題：ワイズ運動を尊重しよう  

 東日本区理事主題  ：広げよう ワイズの仲間 

 関東東部部長主題  ：義務を果たして、クラブと関東東部の活性化を図ろう 

  茨城ワイズ会長主題：「ワイズはＹＭＣＡの「お兄ちゃん」へ！」 

15 歳の中学生の新聞記事から 

金子和雄 

 

梅の花から桜の花へとバトンタッチを・・今年もゆっくりとお花

見をすることができない中、3 月 11 日付けの毎日新聞「みんな

の広場」に掲載されていた「大震災を風化させないで」と題した

記事を拝見しました。豊島区在住の 15 歳女子の中学卒業生の記

事内容は、東日本大震災を経験し、大震災を風化させない思いが

伝わるものでしたので原文のまま紹介をしてみたいと思います。 

 

3 月 11 日が近付くと多くの人が、2011 年 3 月 11 日に起きた東

日本大震災のことを思い出すでしょう。当時、私は小学校 2 年生

でしたが、今でも鮮明にその時の教室の様子や先生たちの真剣な

表情を覚えています。それまで私は、地震がどんなに恐ろしいも

のなのか知りませんでした。子どもながら、ニュースで東北地方

の津波や地震の被害の様子を見て、とても深刻な自然災害なのだ

と感じました。 

東京にいた私でもその怖さを感じるということは、当時、被災地

に住んでいた人たちの恐怖や悲しみは、計り知れません。きっと

7 年がたつ今も、この先も、ずっとその思いは残り続けるのだと

思います。一方、実際に被害を受けない人たちは、地震の怖さを

忘れかけていないでしょうか。「天災は忘れたころにやってくる」

ということわざがあります。私は、もう二度と悲劇を繰り返さな

いためにも、絶対に東日本大震災を風化させてはいけないと思い

ます。 

 

以上の文章であります。 

地震が発生し、原発事故につながり、津波と重なり多くの犠牲が

発生した事実をみて、そのことを確認して前進をしていきましよ

う。  

 
3 月例会報告 

出席者 会員    6 名 メネット 0名 
  スタッフ 1名 リーダー 0 名 

ゲスト   3 名 出席総数数 10 名 
在籍者会員数 13 名 会員出席率  46％ 
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【 茨城ワイズ 3 月例会報告 】 
 
3 月 2 日に例会を実施いたしました。ワイズメン 6 名に
加え、関東東部部長長尾様、書記青木様の訪問を受けま
した。また、ゲストスピーカーとして東京グリーンクラ
ブの浅見様をお迎えしまして、たいへん面白いお話を聴
かせていただきました。以下抜粋します。 
「蛇の話」 
家業の「蛇屋」について/創業の経緯/アミノ酸を多く含
有し肺結核の治療に有効だった蛇薬/蛇のほかにもいろ
んな生物がそれぞれの効用を持っている→カマキリ：化
膿止め、赤とんぼ：痰止め、カタツムリ：利尿剤、猿の
頭：メンタル、イモリ：ほれ薬、などなど・・/日本には
2500 種類の蛇がいるが陸蛇は 36 種類/蛇の出没場所・輸
送方法今むかし/中国からの輸入 
加えて、理事時代のお話なども織り交ぜ、一同浅見様の
話術に大いに酔わせていただきました。 
 
また、長尾様より関東東部の今期取り組みの現状につい
てお話をいただきました。食事は恒例のお手製カレーに、
みずみずしいイチゴをみなで摂ることができました。 
最後に、絆バザーの前日打ち合わせを簡単に実施して散
会となりました。 
 
翌朝きずなバザーでは、3 月にしては暖かい天候に恵ま
れまして、唐揚げとドリンク 107 セットを 1 時間ちょっ
とで完売することができました。隣のブースでは茨城Ｙ
ＭＣＡ「おやじの会」の方々が焼きそばを販売しており、
期せずして交流の機会を深めることができました。つく
ば市内を中心に、これまで茨城 YMCA の活動にお子さんを
預けて下さる親御さんは累計で 1000 人を越えており、初
期世代の方はそろそろ還暦を迎えられようとしています。
このような方々にもワイズの活動を知っていただきたく、
なにか取り組みができないかと考えているところです。 
 
◆春以降の例会予定 5 月 11 日（金）、6月 8 日（金） 
 
＜写真＞3月例会・きずなバザーの模様 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ワイズの目的は『YMCA の活動を支援する』となってお
ります。その１つとして YMCA 維持会員になっていただい
ております。まだ維持会員登録をされていない方は、和
田までお申し出下さい。YMCA は会員団体であり、YMCA
は会員に支えられ地域に根ざした活動を展開しておりま
す。維持会員とは、YMCA の使命に賛同し、その運動に主
体的に参与し、YMCA の維持、発展に寄与することを願う
会員です。 
 

 
茨城 YMCA 報告  和田 賢一 

 
（３月の報告） 
 １日 放課後子どもプラン研修会 
 ２日 幼保園卒園遠足 
 ２日 バザー前日準備 
 ３日 第７回チャリティーバザー～絆～ 
 ４日 小学生定例野外活動つくんこクラブ 
 ４日～７日 北関東 YMCA スキーリーダートレーニン
グ 
 ５日 早天祈祷会 
 ５日 主任会 
 ９日 大曽根児童クラブ説明会 
 ９日 牛久運営委員会 
 １０日 障がい児・者自立支援活動たんぽぽクラブ 
 １０日 春のスキーキャンプ顔合わせ会 
 １１日 高学年定例野外活動 トムソーヤ 
 １３～１４日 東日本区総主事会議 
 １６日 幼保園卒園式・進級式 
 １７日 小学生定例野外活動わいっこクラブ 
 ２０日 職員礼拝・職員会 
 ２１日 学童支援員全体研修会 
 ２５～２８日 春のスキーキャンプ 
 ３１日 理事会 
 ３１日 アネックス建棟式 
 ３１日 任職式 
 
（４月の予定） 
 ２日 早天祈祷会 
 ２日～ 幼保園、学童、大曽根児童館春休み保育 
 ３日～４日 フットサル合宿 
 ９日 学童通常保育開始 
 １０日 幼保園入園式 
 １５日 かすみがうらマラソン給水ボランティア 
 ２１日 障がい児・者自立支援活動たんぽぽクラブ 
 ２１日 春スキーキャンプ思い出会 
 ２８日 東日本ＹＭＣＡ理事・総主事研修会 
 ２８日 ４・５歳児定例野外活動わんぱくクラブ 
 ３０日 小学生定例野外活動わいっこクラブ 
 
主なトピック 
・つくば市指定管理「大曽根児童館児童クラブ」４月か
らスタート（スタッフ募集中） 
 
 
【 編集後記 】 
 
スタッフ大澤さんに引き続き、わが家もディズニーリゾ
ートに遊びに行って参りました。寒い日でしたが、夢の
国を思う存分満喫してきました。 
私自身、大人になるまではディズニーがあまり好きでは
なかった（ひねくれ性？）のですが、20 代後半から遅れ 
ばせながら素直に楽しめるようになってきました。 
人間の性というのは不思議なものです。 
さて、世間では新年度となりました。私はもはや「新○
○」の類とは縁遠くなってしまいましたが、4 月のなん
となくウキウキした雰囲気はいいものですね。（村田） 
＜写真＞澄んだ冬の空気の向こう側に富士山・朝焼けに
浮かび上がるディズニーリゾート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


